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東京大学駒場キャンパスに残る第一高等学校の建造物や記念碑など 
2015 年 4 月 25 日（土） 

岡本祐幸 

	
 東京大学名誉教授朽津耕三先生に駒場キャンパスに残る旧制第一高等学校

（一高）の建造物や記念碑などを案内していただいた（一部後日追加で撮った

写真も含む）。 

	
 まず、正門には、柏葉と橄欖（かんらん、オリーブ）の一高の校章が現在で

もはめ込まれている（柏は３葉、橄欖は３葉６実）。柏は軍神マルスの「武」

を、また、「橄欖」は女神ミネルヴァの「文」を表し、「文武両道」を謳ってい

るらしい。 
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 東大駒場キャンパス正門の一高校章「柏葉と橄欖」と朽津耕三先生。 
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 本館（現 1 号館）と時計台（なお、時計台は、寮歌では「うてな（台）」や
「あららぎ（塔）」と読まれることがある）。 
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 本館（現 1 号館）正面と入り口ドアの横に掛かる「有形文化財」登録票。 
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 本館（現 1 号館）を北西側から望む。 

 

	
 	
 	
 本館（現 1 号館）の中庭から時計台を望む。 
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 本館（現 1 号館）北側の一高校旗「護國旗」のレリーフ。 
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 本館（現 1 号館）北側の一高校旗「護國旗」のレリーフ（下）。 
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本館（現 1 号館）北側「護國旗」のレリーフの近くの「一高下水」と書かれた
マンホールの蓋。	
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 本館（現 1 号館）北側「護國旗」のレリーフの近くのマンホールの蓋。 

 



17 
 

 

	
 本館（現 1 号館）南東の橄欖（オリーブ）の樹と橄欖の碑。 
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 本館（現 1 号館）南東の橄欖の碑。 
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 本館（現 1 号館）南東の橄欖の碑の説明文。 
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 本館（現 1 号館）南東の橄欖（オリーブ）の樹と橄欖の碑と朽津耕三先生。 
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 本館（現 1 号館）北東の柏の樹。 
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記念碑「一高ここにありき」と朽津耕三先生。左奥は講堂（900 番教室）。次
ページは記念碑の裏の文章。講堂は正門を入ってすぐ西側に進んだところにあ

る。 
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講堂（900 番教室）前の朽津耕三先生。先生が一高生の頃、講堂の前の方で安
倍能成校長の倫理の講義を聴いていたら、途中で後ろの方に座っていた原口統

三ら学生数名が講堂を出て行ったので、呼び戻されて安倍校長に叱責された事

件のことを伺った。寮生一同で校長への謝罪文を出すかどうかでもめたらしい。 
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 嗚呼玉杯之碑。 
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 嗚呼玉杯之碑。 
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本館（現 1 号館）の北側を東西に走る銀杏並木「彌生道」。東端は寄宿寮（後
の東大駒場寮）に到る。一高生がよく散策して思索にふけったらしい。 
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 本館（現 1 号館）の東隣の特設高等科教室（現 101 号館）。	
 

	
 

特設高等科教室（現 101 号館）の入口の近くの「一高下水」と書かれたマンホ

ールの蓋。	
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書庫及閲覧室（後の図書館、現駒場博物館）。正門と本館（現 1 号館）を結ぶ

南北の線に対して、講堂（900 番教室）と対称の位置にある。	
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第４７回紀念祭寮歌「新墾（にひはり）のこの丘の上」の記念碑と朽津耕三先

生。歌詞の「移り来し二歳」は一高が本郷の彌生から駒場に移転してから２年

たった（1937 年）ことを意味しているとのこと。また、「三の城」とは、駒場

の北寮、中寮、南寮の３つの寄宿寮のことだそうだ（４つ目の明寮は 1939 年

に開寮）。更に、「『國民の重き責任』が重要なのです」とおっしゃったので、

「ノブレス・オブリージュのことでしょうか」と問うと、「その通りです」と

おっしゃった。	
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 「新墾之碑」の裏側の歌詞と説明文。	
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 第一高等学校寄宿寮跡。	
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 中寮の柱跡の位置に埋め込まれた照明（現	
 駒場コミュニケーションプラザ中庭）。	
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 ツアーを終えて。朽津耕三先生と。	
 

	
 

	
 


